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北日本看護学会誌投稿規程

1．本誌への投稿は共著者も含めて本学会会員であることを原則とする。

　　著者資格（Authorship）は，以下の条件をすべて満たしているものとする。

　1）研究設計，データ収集および分析への多大な寄与をしている。

　2）知的側面から重要な内容の執筆および修正をしている。

　3）論文投稿前に著者間で最終検討および承認をしている。

　4）研究の正確性や信愚性を充分検討し，問題がないことを保障するために「研究に関する全ての面」で

　　　責任を持っことに対する合意をしている。

2．他誌に発表された原稿（予定も含む）の投稿は認めない。

3．本誌は原則として投稿原稿およびその他によって構成される。

　1）投稿原稿の種類とその内容は表1のとおりとする。

表1　投稿原稿の種類

種　　類 内　　容 制限枚数

1．総説

　Review　Article
研究・調査論文の総括および解説 24枚（19，200字）

2．原著

　Original　Article

独創的で新しい知見が論理的に示されている論
文

24枚（19，200字）

3．研究報告

　Research　Report
原著論文には及ばないが看護学上有用な研究 24枚（19，200字）

4．短報

　Short　Communication

独創的な研究の短報または手法の改良・

提起に関する論文
10枚（8，000字）

5．看護活動報告

　Nursing　Report

看護活動に関する実践報告（事例報告，実践報
告など）

20枚（16，000字）

6．資料

　Information
看護学上有用な資料 20枚（16，000字）

2）投稿原稿のうち，2～6の構成は原則として表2のとおりとする。

　（表2の構成によらない場合は投稿の際その理由を付すこと）

表2　投稿原稿の構成（原著，研究報告，短報，看護活動報告，資料）

項　目 準ずる項目 内　　容

要　　　旨 抄録 目的・方法・結果・結論のまとめ

原稿には和文要旨（400字以内），英文要旨（300語

以内）をつける。ただし，看護活動報告，資料につ

いては，和文要旨のみも可

キーワード 6語以内，日本語・英語

1　緒　言 はじめに 研究の背景・目的

n研究方法 研究・調査・実験・解析に関する手法および史料情

報（データ）収集方法（期間，研究協力者，方法，

分析方法など）の記述

皿倫理的配慮 対象施設，研究協力者，史料などに対する倫理的な配慮

IV研究結果 結果 研究等の結果・成果

V　考　察 結果の考察・評価・知見

VI　結　論 目的に対する簡潔な回答

文　　　　献 引用文献のみ記載する。記載方法は5．8）に従う
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4．投稿原稿の受付および採否

　1）投稿をする場合は，北日本看護学会ホームページより入り，「北日本看護学会誌　投稿／査読麟

　　Editorial　Manager」のバナーから入り，指示に沿って投稿する。

　　　（1）論文提出時のチェックリストに沿って原稿を確認する。

　　　（2）オンライン投稿／査読システムの画面案内に従い，入力する。

　　　（3）投稿時，オンライン投稿／査読システムにアップロードする必要があるものは，以下の通りで

　　　　　　ある。

　　　　①論文原稿（正本）

　　　　②論文原稿（副本）

　　　　③利益相反（COD申告書（初回のみ必須）

　　　　④査読者への回答（修正時のみ必須）

　　　　　＼・パTT　1　1：1　　1”　　ノ、1ナー⇔　　e。＿　　1“ふフ　1　thfELM）t　nひ1「／レ、十Mフ　　nひη（↓日△砕乙／ハ斗
　　　　　采vv　orα，　Lxce1ノア／1ノレ2rノ　ツノ　コー1、9　《）Cヒ」S｝IJ口’J　V」「⊥ノ「’1しd4し毛）o　「」ノF　Vノ老勿ロヒよ’c）ノ≡玉

　　　　　　まアップロードされる。

　　　（4）副本においては，本文に記載されている倫理審査機関，謝辞，助成機関名，他所属等が特定で

　　　　　　きる事項などを隠すために，文字数を変えずに下記のような処理を行う。

　　　　　例）本研究は，●●●●●●の承認を得た。

　　　（5）最後に作成されるPDFファイルで，不備がないかを確認する。

　2）投稿原稿の締め切りは，2月末日必着（9月発刊分）と7月末日必着（2月発刊分）とする。

　3）原稿の投稿入力日を原稿受付日とする。オンライン投稿／査読システムに正しく投稿された場合には，

　　　【初回投稿完了のお知らせ】が自動配信される。本学会投稿規定に従ったテクニカルチェックが行わ

　　　れ，確認が終了すると，【投稿受付完了のお知らせ】が配信される。テクニカルチェックで不備があっ

　　　た場合は，返却して再提出を求めることがある。

　4）投稿原稿の採否は，査読を経て編集委員会で審議し決定する。

　5）編集委員会から修正を求められた場合は，修正原稿とともに指摘された事項に対応する回答を付し，

　　定められた期日までに提出する。定められた期日までに提出の無い場合は，辞退と判断する。

　6）編集委員会の判定により，論文の種類の変更を著者に求めることがある。

　7）採否は投稿した本人にオンライン投稿／査読システムにより通知する。

　8）最終原稿受理の連絡をもって学会誌掲載となる。

　9）掲載原稿の著作権は本学会に帰属する。

5．投稿原稿執筆要領

　1）投稿原稿は原則として日本文とする。論文の読点は「，（全角コンマ）」，句点は「。」を用いる。

　2）原稿はワードプロセッサーで作成し，A4判，横書き800字詰（25字×32行）で提出する。図表1つ

　　　は400字程度とみなし，図表を含めた上での制限枚数とする。刷上り1頁は400字詰原稿用紙のほぼ4

　　　枚に相当する。

　3）数字は算用数字を用い，単位や符号は慣用のものを用いる。

　4）特殊な，あるいは特定分野のみで用いられている単位，符号，略号ならびに表現には必ず簡単な説明

　　　を加えること。

　5）外来語は力タカナで書く。外国人名や適切な日本語訳のない用語などは原綴を用いる。

　6）図表および写真には図1，表1および写真1などの番号をっけて本文とは別にまとめ，原稿の右側余

　　　白にそれぞれの挿入希望位置を朱書きで指定する。図表は著者作成のままオフセット印刷となる。

　7）原著，研究報告，短報の原稿には和文要旨（400字以内）および，英文タイトル・英文要旨（300語以
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　　内）をっける。看護活動報告，資料にっいては，和文要旨（400字以内）のみでもよいが英文タイト

　　ルはつける。英文タイトル・英文要旨はnativeによるチェックを受け，表題，キーワードおよび本

　文の順に記載（ダブルスペース）する。

8）文献の記載様式

　　（1）文献は本文の引用箇所の肩に1），2，3），4－7）などの番号で示し，本文の最後に一括して

　　　　　引用番号順に記載する。文献の著者名は3人まで記載し，4人目以降は他とする。

　　（2）雑誌などの略名を用いる場合は，邦文誌は医中誌略誌名（医学中央雑誌刊行会）に，欧文誌は

　　　　　Index　Medicus（米国国立医学図書館）に従って記載する（雑誌所定のものがあればそれに従

　　　　　う）。いずれにも収録されていない場合は，雑誌のフルタイトルを記載する。

　　（3）記載方法は下記の例に従う。

　　　　①雑誌の場合

　　　　　番号）著者名．表題雑誌名　発行年（西暦）：巻（号）：始ページー終ページ．

　　　　　一例一　1）山形花子，飯田太郎，花笠一郎他．在宅療養患者への看護援助の一考察．北日看

　　　　　　　　　　　会誌1998：1（2）：23－27．

　　　　　　　　　2）You　CH，　Lee　KY，　Chey　RY，　et　al．．　Electrogastrographic　study　of　patients

　　　　　　　　　　　with　unexplainednausea，　bloating　and　vomiting．　Gastroenterology　1980

　　　　　　　　　　　Aug：79（2）：311－314．

　　　　②単行本の場合

　　　　　番号）著者名．書名．出版地：出版社．発行年（西暦）：始ページー終ページ．

　　　　　一例一　1）看護華子．北日本の看護学．山形：北日本看護学会出版．1998：74－76．

　　　　　　　　　2）Colson　JH．　Armour　WJ．　Sports　injuries　and　their　treatment　2nd　rev．　ed．

　　　　　　　　　　　London：S．　Paul．　1986：56－65．

　　　　③電子文献の場合

　　　　〈DOI（デジタルオブジェクト識別子）のない場合〉

　　　　　番号）著者名．表題雑誌名発行年（西暦）：巻（号）：始ページー終ページ．URL

　　　　　一例一　1）山形花子，飯田太郎，花笠一郎他．在宅療養患者への看護援助の一考察．北日看

　　　　　　　　　　　会誌1998：1（2）：23－27．http：／／irohaa／jrnl／manual．htm1

　　　　　　　　　2）You　CH，　Lee　KY，　Chey　RY，　et　al．．　Electrogastrographic　study　of　patients

　　　　　　　　　　　with　unexplainednausea，　bloating　and　vomiting．　Gastroenterology　1980

　　　　　　　　　　　Aug：79（2）：311－314．　http：／／irohaa／jrn1／manual．html

　　　　〈DOIのある場合〉

　　　　　番号）著者名，表題雑誌名発行年（西暦）：巻（号）：始ページー終ページ．doi：DOI

　　　　　一例一　1）山形花子，飯田太郎，花笠一郎他．在宅療養患者への看護援助の一考察．北日看

　　　　　　　　　　　会誌1998：1（2）：23－27．doi：xx．xxxxxx

　　　　　　　　　2）You　CH，　Lee　KY，　Chey　RY，　et　al．．　Electrogastrographic　study　of　patients

　　　　　　　　　　　with　unexplainednausea，　bloating　and　vomiting．　Gastroenterology　1980

　　　　　　　　　　　Aug：79（2）：311－314．　doi：xx．xxxxxx

　　　　〈Webページの場合〉

　　　　　番号）著者：タイトル．参照年月日．アドレス

　　　　　ー例一　1）いろは学会：いろは学会投稿マニュアル．参照2021－05－30．

　　　　　　　　　　　http：／／irohaa／jrnl／manual．html
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6．著者校正は，一回とする。原則として校正の際の加筆は認めない。

7．投稿に伴う費用

　　〈投稿料〉　無料

　　〈掲載料〉　無料

　　　ただし，図表等，印刷上，特別な費用を必要とした場合（カラー印刷等）は著者負担とする。

　　〈別刷料〉　有料

　　　別刷は30部以上で申し込むものとする。

　　　別刷代は著者負担とする（30部6，000円，31～80部まで7，000円，81部以上は，20部追加毎プラス

　　　1，000円）。

　　　振込先　　口座番号　02470－3－23103　別途請求書を送付する。

※その他，本規程に関する問い合わせは編集委員会へ。

　Fax　O22－377－8290（宮城大学看護学群）

付則

1）2002年11月1日一部改正実施する

2）2004年8月29日一部改正実施する

3）2006年8月19日一部改正実施する

4）2012年9月1日一部改正実施する

5）2013年8月31日一部改正実施する

6）2017年12月22日一部改正実施する

7）2018年10月1日一部改正実施する

8）2020年12月1日一部改正実施する

9）2021年10月18日一部改正実施する

10）2022年8月1日一部改正実施する

Presented by Medical*Online




